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株式会社 環器 

雪況調査
～Snow Survey～ 

雪崩調査
～Snowslide～ 

吹雪調査
～Snowstorm～ 

● 吹雪時調査・調査結果整理 

● 防雪対策施設の選定・検討 

(株)環器は、吹雪・雪崩調査を実施しております。また、雪況

調査結果と各種気象データの収集・整理により、現地特性の解

析を行い、報告書の作成・対策施設のご提案をさせていただい

ております。 

● 雪崩調査・調査結果整理 

● 画像データ記録装置 

数十種の対策施設を比較し、より最適な対策施設を選定し提

案します。 

 

調査法面や自然斜面の植

生・地形・積雪状況・雪害の兆

候・雪崩発生状況等を調査しま

す。各調査法面について調書を

作成・図化し整理します。 

画像データ記録装置は、フ

ィールド用であり、商用電源

の無い自然環境下において

も、長期間連続して映像を

CFメモリカードに記録する

ことが可能です。調査区間に

設置し、視程解析等を実施し

ます。 

吹きだまり及び視程障害の発生状況について、写真撮影や現

地計測、スケッチによる吹きだまり範囲の特定を行い、雪害状

況を把握します。また、積雪状況・除雪による路肩の堆雪状況・

吹きだまり状況を確認し整理します。 

視程障害状況 

● 対策工法の概略検討 

● 積雪断面観測調査 

積雪に鉛直に穴を掘り、積雪密度・成層状況・雪質・

雪温の観測等を実施します。 

現地の地域特性や経済性を考慮し、最適な対策工法を

提案します。 

雪崩危険箇所点検 雪崩災害発生時調査 

Check !!! 

Check !!! 

全層雪崩発生 

 雪庇が発達して落ちそう

な状態ではないか？ 

 クラック（雪割れ目）は

発生していないか？  スノーボールが頻繁に

発生していないか？ 

Check !!! 

Check !!!  雪崩発生区の確認！！ 

 
流下範囲・堆積量 

の把握！！ 

積雪断面観測状況 

吹きだまり発生状況 吹きだまり発生状況 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

定点気象観測状況 
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各種解析
～Analysis～ 

● 定点気象観測調査・気象データ収集 

● 吹雪危険度評価 

● 現地気象特性の解析 

気象観測機器の定点設 

置や移動気象観測車によ 

り、冬期間の連続した気 

象データの収集を実施し 

ます。また、定期的に気 

象データの回収・保守点 

検を実施し、データ異常 

の有無、機器の破損確認、着雪の除去、支柱やワ

イヤーの緩み等のチェックを行い、「保守点検報

告書」を作成します。 

● 雪況調査結果の解析 

資料収集や雪況調査結果より、データ整理・解析を行い、

調査区間における気象特性を把握することで、より詳細な吹

雪危険度の評価や最適な対策施設の検討・提案に繋がります。

(株)環器では防雪対策に必要となる各種解析が可能です。 

定点気象観測によって得られた今冬期の気象データを、気象経過

図として取りまとめ、各気象項目について解析を実施します。 
 
・近傍気象観測所との相関解析  ・風向別の吹雪量 

・地吹雪発生頻度の推定     ・1 冬期間の吹雪量の合計 etc... 

右図の危険度評価

フローから吹雪危険

度を把握し、吹雪対策

の必要性を評価しま

す。また、雪況調査結

果等を加味し、吹雪対

策施設の必要性や優

先順位について検討

します。 

● 雪崩危険斜面の抽出・危険度評価 

１．要因

　【吹きだまり要因】

●危険要因

(1)主要因（気象条件） (2)拡大要因（周辺環境・道路構造）

項目 基準値 項目 基準値

２０m
3
/m以上 3 平坦地あり 3

３０m
3
/m以上 6 １００m以上 6

４０m
3
/m以上 9 ３００m以上 9

３０°未満 1 切土のり勾配 １：３．０未満 3

３０～６０° 2

６０°以上 3

５０㎝以上 2

１００㎝以上 4
１５０㎝以上 6

○安全要因 D1－Ｓ１

項目 基準値
幅10m以上 4

幅30m以上 6

盛土高さ 最深積雪×1.3以上 3

路側の堆雪スペース あり 3

　【視程障害要因】

●危険要因

(1)主要因（気象条件） (2)拡大要因（周辺環境・道路構造）

項目 基準値 項目 基準値

２０日/年以上 3 小規模または部分的 2

３０日/年以上 6 大規模または連続的 3

４０日/年以上 9 盛土のり勾配 １：２．０未満 3

２００㎝未満* あり 1

３００㎝未満 ２００ｍ未満 2

　（８０㎝未満） １００ｍ未満 3

※平年値 ２００㎝以上*
３００㎝以上

　（８０㎝以上）

３００㎝以上*
４００㎝以上

　（１４０㎝以上） D1－Ｓ１

○安全要因
項目 基準値

継続的にあり 2

幅10m以上 4
幅30m以上 6

中央分離帯 あり 3
道路照明 あり 3

２．履歴

項目 基準値

１回/数年 3

１回程度/年 9

数回/年 15
１回/数年 2

１回程度/年 6

数回/年 10
１回/数年 1

１回程度/年 3

数回/年 5

３．判定

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

１～２０（１～１４） 吹雪による障害に対して注意を要する
０以下（０以下） 吹雪対策の必要なし

総合評点（要因のみの場合） 判定

４４以上（３５以上） 吹雪による障害の危険性が極めて高い

２１～４３（１５～３４） 吹雪による障害の危険性がある

視界不良事故など事故

件数
P

維持管理上の障害状況

合計　（C1)

合計　（S1) P ｆ 

評点

吹雪による通行規制回

数

評点

風上側の樹林帯、連続

した家屋、市街地

P ｆ  ｖ

D1-S1≦０ならば、D1-S1

*旧手法による

　　降雪量の場合

合計　（D２)

9

合計　（D1) D1-S1＞０ならば、（D1-S1)+D2

降雪量　（最深積雪） 3
カーブ区間

　（曲率半径）

6
トンネル坑口、橋梁端

部、立体交差点部
あり

3

D1-S1≦０ならば、D1-S1

合計　（S1)

評点 評点

吹雪頻度

※平年値

地形の急変箇所

　（切盛境、沢筋など）

評点 D1-S1＞０ならば、（D1-S1)+D2

風上側の樹林帯、連続

した家屋、市街地
P ｆ ｂ

主風向と道路の角度 合計　（D２)

最深積雪深

※30年確率値

合計　（D1)

評点 評点

吹雪量

※30年確率値
風上側平坦地の長さ

【事務所】TEL:011(215)1840 FAX:011(215)1841 
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冬期気象特性や雪況調査・移動気象観測結果

により把握された雪害状況について取りまと

め、雪害発生区間の抽出や調査区間の主風向の

検討を行います。 

雪崩の発生要因である「斜面

勾配」・「植生状況」・「見通し角」

の 3 要素と雪況調査結果を考

慮し、雪崩発生危険箇所の抽出

を行います。また、雪崩危険度

を評価し、雪崩対策施設の必要

性や優先順位について検討し

ます。 
参考：「道路吹雪対策マニュアル」P.1-3-24 
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雪崩発生危険斜面範囲特に危険とされる範囲

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

＜雪崩発生危険箇所の抽出例＞ 

吹雪発生頻度の推定グラフ 

風向風速グラフ 風配図 

風向別風速階級分布 

気温グラフ 

上：積雪深グラフ 下：降雪量グラフ 
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参考：「2005除雪・防雪ハンドブック防雪編」P.160 

保守点検報告書 

吹雪危険度評価フロー 


